日本家族看護学会 国際学会発表助成 規程
第1条（目的）
本規程は、日本家族看護学会（以下「本会」）が国際学会発表助成を実施し、会員の国際交流を促進するとともにわが国の家族看護学の国際的発展を目的とする。
第2条（助成対象）
1. 助成対象者は、International Family Nursing Conference（IFNC）で筆頭発表者として採択された本会会員とする。
2. 申請者は、以下の要件を全て満たす。
1) 助成金申請時点で2年以上の継続会員であること。
2) 過去に本助成の採択を受けていないこと。
第3条（助成金額）
1. 助成金額は予算の範囲内で国際交流委員会が決定し、理事会の承認を経て確定する。
2. 学術集会の参加費と旅費を対象とし、1件30万円を上限とする。
3. 採択件数は予算の範囲内で国際交流委員会が決定する。
4. 国内開催の場合、国内移動の旅費も対象とする。
5. オンライン開催、またはハイブリッド開催でオンライン参加の場合、助成対象は参加登録費（学術集会参加費）のみとし、その他の費用（交通費・宿泊費等）は対象としない。
6. 交通費は自宅から会場までの公共交通機関による通常かつ合理的な経路・手段に基づく実費とし、宿泊費は地域の一般的な水準を参考にした適正額を上限とする（宿泊費は学会の定める基準額を上限とする）。
第4条（申請手続き）
1. 助成申請は、所定の申請書および関連書類を国際交流委員会に提出するものとする。
2. 申請受付は、IFNCでの発表採択通知が出てから1カ月以内とする。
第5条（選考方法）
3. 助成の審査は国際交流委員会と評議員から構成された選考委員会が行い、理事会で承認のうえ決定する。当該年度内（3月末まで）に採否を決定し、申請者への通知を行う。

第6条（報告義務）
助成対象者は、学会終了後、参加報告書（800字程度）を提出しなければならない。提出されたレポートは、本会ホームページに掲載する。
第7条（助成金の支給）
助成金は報告書類提出後に支給される。
第8条（助成決定後の変更および辞退）
1. 助成決定後、IFNCへの発表が取り消しとなった場合、または筆頭発表者から共同発表者への変更等が生じた場合は、速やかに国際交流委員会へ報告しなければならない。
2. 発表が取り消しとなった場合、または筆頭発表者でなくなった場合は、助成は無効とし、既に助成金が支給済みの場合は全額返還するものとする。
3. 自己都合による辞退の場合、原則として助成金は支給しない。既に支給済みの場合は返還を求めることがある。
4. 特段の事情（疾病、災害等）による辞退については、国際交流委員会が個別に判断し、理事会の承認を得て措置を決定する。
第9条（その他）
本規程に定めない事項は、国際交流委員会および理事会の決定に従う。
附則　本規程は2026年4月30日より施行する。

